
AI 機械学習と規制： 自動運転車両のケース 

道路から鉄道、海運にいたるまで、近年の技術は、無人運転の車、列車、船舶等の自動運転車両に進歩

をもたらしている。これらは「Autonomous Vehicle（AV：自動運転車両）」として知られ、安全性とア

クセシビリティの向上を約束するが、同時に、懸念の種ともなる。潜在的リスクは、データの質と代表

性、AI モデルの開発と検証、車両を利用する移動の増加、土地利用の影響、そして車両操縦者の能力低

下につながることである。 

自動運転交通の可能性を安全に、かつ最大限に活用するためには、これを補佐する規制が、安全面でも

社会全体の利益に貢献する能力という面でも、AVは信頼に値するということを明確に示せなくてはなら

ない。 

本報告書は、これらの問題に対応する規制的アプローチについて、特に道路車両に焦点を当てて検証す

る。そして、AI ベースの自動運転交通システムについて共通の理解と、安全性と社会的受容性を高める

ための組織的かつ規制的な行動の基礎となるべき原則を提供する。 

 

政策提言 

• AI の規制的・組織的対策の基礎を共有された基本原則として設置する。 
• AI は説明可能な状態であり続け、訓練データは透明で検証可能な方法で収集され、取り扱われるこ

とを保証する。 
• 自動運転車両からの安全関連データの報告を義務付ける。 
• AV テストのシナリオと手続きを開発しアップデートする。 
• 安全な AV を支える物理的及びデジタルインフラを整備する。 
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